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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、転写中のDNAのトポロジー状態を制御・変化させる酵素であるDNAトポイソメラーゼをコードしています。この酵素は、一本鎖DNAの一時的な切断と再結合を触媒し、鎖同士が互いにすり抜けることを可能にします。これにより、スーパーコイルが緩和され、DNAのトポロジーが変化します。この酵素はDNAヘリカーゼSGS1と相互作用し、DNA組換え、細胞老化、ゲノム安定性の維持に関与しています。この遺伝子の発現が低いことは、乳がん患者の生存率が高いことと関連している可能性があります。この遺伝子は22番染色体に偽遺伝子を持っています。選択的スプライシングによって、複数の転写バリアントが生じます。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが他にも報告されていますが、その全長は不明です。 [RefSeq提供、2013年8月],触媒活性：ATP非依存的に一本鎖DNAを切断し、その後通過させて再結合させる。,機能：負のスーパーコイルDNAを弛緩させる活性を有する。,類似性：原核生物のI/III型トポイソメラーゼファミリーに属する。,組織特異性：アイソフォーム1は精巣、心臓、骨格筋に認められる。アイソフォーム2に相当すると考えられる4kbの転写産物は、胸腺、腎臓、膵臓に認められる。,
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	TOP3B抗体を用いたHepG2細胞、COLO205細胞、HUVEC細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Topo IIIβ-1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

